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３
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議会だよりができるまで議会だよりができるまで
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2しずくいし議会だよりNo.126しずくいし議会だよりNo.126

表紙の写真撮影や原
稿依頼者への写真撮
影なども担当者が行
います

②取材活動

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り
がが

��

で
き
る
ま
で

で
き
る
ま
で

項　　　目 項　　　目

1 水 1 土

2 木 2 日

3 金 一一般般質質問問 3 月 原原稿稿締締切切（（午午前前中中））厳厳守守

4 土 4 火

5 日 5 水

6 月 一一般般質質問問 6 木

7 火 一一般般質質問問 7 金

8 水 常常任任委委員員会会 8 土

9 木 常常任任委委員員会会 9 日

10 金 10 月

11 土 11 火 編編集集会会議議②②（（初初校校））

12 日 12 水

13 月 予予算算特特別別委委員員会会 13 木

14 火 予予算算特特別別委委員員会会 14 金

15 水 予予算算特特別別委委員員会会 15 土

16 木 予予算算特特別別委委員員会会 16 日

17 金 17 月 編編集集会会議議③③（（再再校校））

18 土 18 火

19 日 19 水

20 月 本本会会議議（（最最終終日日）） 20 木 編編集集会会議議④④（（念念校校））

21 火 21 金 議議長長確確認認・・印印刷刷開開始始（（午午後後））

22 水 22 土

23 木 23 日

24 金 24 月

25 土 25 火

26 日 26 水

27 月 27 木 広広報報発発行行日日（（区区長長配配布布日日））

28 火 28 金

29 水 29 土

30 木 30 日

31 金

令和5年3月20日

令和5年4月27日

38日

議議会会だだよよりり　　第第112255号号編編集集日日程程　　（（22月月2288日日定定例例会会開開会会　　編編集集会会議議①①））

３３月月 ４４月月

閉会日

発行日

所要日数①委員会開催

特集
委員会活動

年４回発行、全議員がいず
れかの担当者になります

　議会だよりを定例会ごとに皆様にお届けして１２６号になりました。平
成29年８月に広報広聴常任委員会も広報編集特別委員会から常任委員会
となり、使命の重さを感じながら、紙面づくりをしてきました。議会の
情報を読みやすく、分かりやすくをモットーに、一字一句を入念に編集
を重ねてきました。皆様に紙面参加をいただきながら、身近に感じられ
る広報紙となるよう企画してきました。編集の在り方や過程を知ってい
ただいて、さらに手に取ってもらえるような広報紙を目指し、制作過程
を特集企画しました。

1

3

毎定例会初日終了後
広報広聴常任委員会開催
　次号の特集や企画内容を決め、
記事作成担当者を決定。発行ま
での日程や原稿締切日などを内
定します。

原稿・写真等を提出
　原稿締切日までに担当者が
一般質問や議会内容の原稿を
作成し、写真や資料をそろえ
議会事務局へ提出します。

町民へ原稿依頼・取材
　担当者が原稿依頼やインタ
ビューなど記事を作成します。
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3 しずくいし議会だよりNo.126

　より多くの町民の方が登場　より多くの町民の方が登場
できるように、皆様へ取材協できるように、皆様へ取材協
力をお願いしています。力をお願いしています。
　分かりやすく、読みやすく　分かりやすく、読みやすく
を第一に考えて編集をしていを第一に考えて編集をしてい
ます。ます。

⑤
再
校
・
念
校

皆様のお手元に
お届けします

目を血まなこにして
確認します

一字一句確認しな
がら編集作業をす

る委員
一字一句確認しな

がら編集作業をす
る委員 5

初校の訂正確認
再校の訂正確認
　初校・再校の訂正・�
修正箇所を全員で確
認します。

印刷業者の原稿を基に
初校原稿確認
　全員で原稿の紙面割り振り
や、誤字脱字、分かりやすい
言葉への変更などの意見交換
や訂正等の話し合いをします。

議長確認後発行
　最終原稿を議長が確
認し、問題なければ発
行期日に合わせ印刷し
ます。

⑥発行

④
初
校

一番時間が
かかります
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4しずくいし議会だよりNo.126

おかげさまで、受賞できましたおかげさまで、受賞できました

令和３年度 第36回
町村議会広報全国コンクール
金賞受賞
　令和 3年 4月発行の議会だより第117号が
表紙デザイン賞全国1位の金賞を受賞しました。
　全国 317 町村議会からの応募の中での栄
冠でした。

令和４年度
岩手県町村議会広報コンクール
奨励賞受賞
　令和 4 年 4 月発行の議会だより第 121 号
が奨励賞を受賞しました。（右写真）
　皆様に分かりやすく読んでいただくことを
第一に編集してきた成果と思っています。

2022.7.12
茨城県筑

ちく

西
せい

市
し

議会広報委員会

2022.7.20
大分県日

ひ

出
じ

町
まち

議会広報編集特別委員会

2022.10.12
山形県尾

お

花
ばな

沢
ざわ

市
し

議会議会だより編集委員会

2023.1.17
千葉県印

いん

西
ざい

市
し

議会議会だより編集委員会

視察も
来ています

⃝�全国の市町村から広報広聴常任委員会へ視察に来ています。

⃝�編集方法や編集内容、写真撮影の方法、町民参加型紙面づくりなどの
質問があり、丁寧にお答えしています。

町民皆様のご協力の賜物です
　�　皆様のご意見、ご提言を参考にして、読みやすく、�
分かりやすい紙面づくりに反映していきます。

印西市議会と活発な意見交換を実施

031010-01[1-20].indd   4031010-01[1-20].indd   4 2023/07/20   20:072023/07/20   20:07



5 しずくいし議会だよりNo.126

⃝専門的な言葉が多く、分かりづらい。
⃝もっと身近な問題や話題を取り上げて。
⃝字数が多く、もっと大きな文字で見えやすくした方が良い。
⃝毎回特集があり、興味ある。

議会だよりへの議会だよりへの感想感想やや
ご意見ご意見をお聞きしましたをお聞きしました

小
こ や ち

谷地　正
まさみつ

光さん（51）
雫石谷地

中
なかむら

村　林
りんのすけ

之輔さん（86）
中町一

泉
いずみだて

舘　すなをさん（46）
下町三

森
もりあい

合　栄
まさ

仁
ひと
さん（49）

小松

ガソリンや軽油も値上がりして大変です。議会だ
よりでも、身近な話題をもっと取り上げてくれれ
ば町民の人に伝わるのかなと思います。

表紙がいつも素晴らしいと思って見ています。毎
号特集にも取り組まれていて担当議員さんが苦労
して作られているのだなと感じています。
議員さんには町の事業に対し文句ばかりでなく、
広い視野で未来ある町を築くための提言をしてほ
しいです。そうすれば議会だよりはもっと明るい
紙面になると思います。

たまには読みますが、難しい言葉が出てくると分
からないので、分かりやすく書いてほしいですね。

私は自分が依頼を受けるまで議会だよりにきちん
と目を通すことが少なかったように思います。
読んでみると議員の方々の活動や考えが分かりや
すく書いてあり、雫石町を良くしたいという気持
ちが伝わってきます。私たちが安心して生活でき
る土台を支える議員の方々をもっと身近に感じら
れるようにたくさんの人に読んでもらいたいと感
じました。

ご意見

佐
さ

々
さ

木
き

　雅
みやび
さん（21）

片子沢

議会だよりは毎回見ております。一番新しい令和
5年4月発行の第125号２、３ページの見開きで
は「予算ここに注目」が目立っていて迫力があり
印象に残っております。
また、「予算特集」も関心のある項目の質疑応答
が多く良かったと思いますが、少し文字が小さく
感じます。一般質問は毎回目を通します。各議員
や町の方針が見出しによって読みやすく、そして
分かりやすいです。町民の皆さん4人が登場する
VOICEは町内のいろんな方の声が聴けて楽しい
です。
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6しずくいし議会だよりNo.126

６月定例会のあらまし
⃝
�

誘
客
促
進
・
雫
石
冬
フ
ェ
ス
タ
開
催

⃝
�

旧
上
長
山
小
学
校
で�

ア
ウ
ト
ド
ア
実
証
実
験

⃝
�

御
明
神
小
学
校
グ
ラ
ン
ド�

水
は
け
改
善

⃝
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
教
室
の
業
務
委
託

　
令
和
５
年
６
月
定
例
会
は
、
６
月
9
日
か

ら
６
月
19
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
、報
告
4
件
、承
認
4
件
、

条
例
の
一
部
改
正
及
び
廃
止
4
件
、
補
正
予

算
２
件
、
同
意
9
件
、
請
願
1
件
、
議
員
発

議
4
件
、
そ
の
他
4
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
9
人
の
議
員
が
登
壇
し
、

ま
ち
づ
く
り
や
福
祉
、
産
業
振
興
、
教
育
な

ど
町
民
の
た
め
に
適
切
な
町
政
運
営
が
行
わ

れ
て
い
る
か
、
町
当
局
の
考
え
を
た
だ
し
ま

し
た
。

令和５年度補正予算

会計名 補正後予算額
（補正予算額）

一般会計
（第 1号）

108 億 2,790 万 3千円
（790万 3千円増）

一般会計
（第 2号）

110 億 4,350 万 5千円
（2億 1,560 万 2千円増）

国民健康保険
（第 1号）
特別会計

17 億 2,030 万円
（30万円増）

農家、子育て世
帯、社会福祉施
設などに物価高
騰対策を支援

冬の一大イベントとなる雫石冬フェスタ会場の小岩井
農場まきば園

水はけのよいグランドに整備する御明神小学校
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7 しずくいし議会だよりNo.126

こ

変

る

こ

が

わ

な

疑

主

質

 
主
な
も
の

○�

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
給
付
事
業　
8
4
3
万
６
千
円

　
食
費
を
は
じ
め
と
し
た
物
価
高
騰
等
に
直
面
し
て
い
る
世
帯
の
生
活
支
援
を
行
う
た
め
、
低

所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
し
児
童
1
人
当
た
り
5
万
円
を
給
付
。

○�

社
会
福
祉
施
設
等
物
価
高
騰
緊
急
対
策
支
援
事
業　
3
4
6
万
円

　
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
私
立
保
育
園
、
社
会
福
祉
施
設
等
（
介
護
、
障
が
い
）
に
、
支

援
金
を
交
付
。

○�

電
気
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
事
業　
5
4
8
1
万
5
千
円

　

電
気
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
の
高
騰
に
よ
る
家
計
へ
の
影
響
が
大
き
い
低
所
得
世
帯
に
対
し

て
、
1
世
帯
当
た
り
3
万
円
を
給
付
。

○�

旧
上
長
山
小
学
校
ア
ウ
ト
ド
ア
実
証
実
験
運
営
業
務
委
託
料　
3
3
0
万
4
千
円

　
旧
上
長
山
小
学
校
及
び
葛
根
田
川
水
辺
公
園
を
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
の
場
と
し
て
提
供
、
子
ど
も

向
け
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
社
会
実
験
を
7
月
22
日
か
ら
10
月
15
日
の
土
日
祝
日
に
実
施
、
将
来
的

な
事
業
化
を
検
討
。

○�

雫
石
冬
フ
ェ
ス
タ
開
催
委
託
料　
1
0
0
0
万
円

　
「
い
わ
て
雪
ま
つ
り
」
に
代
わ
る
冬
季
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
昨
年
度
に
続
き
、
町
と
小
岩
井
農

場
が
連
携
し
、
令
和
６
年
度
２
月
３
日
か
ら
１２
日（
１０
日
間
）ま
で
に
開
催
予
定
の
雫
石
冬
フ
ェ

ス
タ
に
、
国
内
外
か
ら
の
誘
客
を
目
指
し
早
期
に
委
託
。

○�

農
業
経
営
緊
急
対
策
給
付
金
事
業　
6
0
0
0
万
円

　
高
騰
し
て
い
る
肥
料
、
飼
料
の
購
入
経
費
の
一
部
を
補
助
し
、
農
業
経
営
の
継
続
を
支
援
。

○�

御
明
神
小
学
校
屋
外
運
動
場
整
備
工
事
事
業　
3
2
0
3
万
3
千
円

　
御
明
神
小
学
校
屋
外
運
動
場
の
水
は
け
を
改
善
す
る
た
め
、
ト
ラ
ッ
ク
表
土
の
入
れ
替
え
改

良
お
よ
び
傾
斜
設
置
、
側
溝
設
置
な
ど
の
工
事
を
実
施
。

○�

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
教
室
運
営
業
務
委
託
料　
3
1
4
万
円

　
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
教
室
等
の
活
動
機
会
を
提
供
し
、
そ
の
運
営
、
指
導
を
専
門
的
知
見
と
指
導

実
績
の
あ
る
組
織
・
団
体
に
委
託
。

雫
石
町
へ
き
地
保
育
所
設
置
条
例

を
廃
止
す
る
条
例

　
休
所
中
の
大
村
へ
き
地
保
育
所
と
橋
場
へ

き
地
保
育
所
は
、
児
童
数
の
減
少
か
ら
今
後

も
再
開
の
必
要
性
や
有
効
性
は
極
め
て
低
い

こ
と
か
ら
、
設
置
条
例
を
令
和
5
年
度
に
廃

止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【
岩
持
議
員
】
旧
上
長
山
小
学
校
及

び
葛
根
田
川
水
辺
公
園
の
ア
ウ
ト
ド

ア
実
証
実
験
運
営
業
務
委
託
料
は
、
7
月
22

日
か
ら
実
施
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
本
来
当

初
予
算
と
す
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】「
国
道
46
号
ゆ
る

ゆ
る
ア
ウ
ト
ド
ア
観
光
推
進
研
究

会
」
で
令
和
5
年
度
は
キ
ャ
ン
プ
に
集
約
し

て
取
り
組
む
こ
と
に
決
定
し
た
の
が
2
月
末

だ
っ
た
た
め
、
当
初
予
算
に
計
上
す
る
時
間

が
な
か
っ
た
。
夏
休
み
時
期
か
ら
の
強
い
実

施
希
望
も
あ
り
、
6
月
補
正
予
算
に
計
上
す

る
も
の
で
あ
る
。

QA

【
横
手
議
員
】
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
教
室

運
営
業
務
に
つ
い
て
は
、
教
室
は
月

5
回
の
9
か
月
と
説
明
を
受
け
て
い
る
が
、

月
5
回
と
な
る
と
週
1
回
以
上
の
ペ
ー
ス
で

少
し
多
い
と
思
う
が
、
今
ま
で
の
町
で
実
施

し
た
実
績
を
踏
ま
え
た
か
。

【
生
涯
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
長
】
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
教
室
は
昨
年
度
も
小
学
校

児
童
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
が
、
今
回
の

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
教
室
は
、
よ
り
多
く
の
方
々

に
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
か
ら
、
月

5
回
と
い
う
設
定
を
し
た
。

QA

アウトドア実証実験が行われる葛根田川水辺公園
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8しずくいし議会だよりNo.126

令和 5年第 2回雫石町議会定例会　議決結果等一覧
� 会期：６月９日（金）～６月 19日（月）

議案等
番　号 件　　　　　名

畠
山
　
　
操

金
子
　
一
男

坂
井
　
尚
樹

徳
田
　
幸
男

岡
本
　
忠
美

古
舘
　
謙
護

幅
　
　
秀
哉

堂
前
　
義
信

横
手
　
寿
明

岩
持
　
清
美

杉
澤
　
敏
明

西
田
　
征
洋

大
村
　
昭
東

坂
下
　
栄
一

上
野
三
四
二

議
決
結
果

承認
第２号

雫石町職員の特殊勤務手当に関す
る条例及び雫石町会計年度任用職
員の給与、勤務条件等に関する条例
の一部を改正する条例の専決処分
に関し承認を求めることについて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 承
認

承認
第３号

令和４年度雫石町一般会計補正予
算（第９号）の専決処分に関し承
認を求めることについて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 承
認

議案
第５号

令和５年度雫石町一般会計補正予
算（第２号） ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決

議案
第８号

財産の取得に関し議決を求めるこ
とについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決

発議
第３号 監査請求に関する決議案 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ● 可

決

○…賛成　●…反対　欠…欠席　-…退席　※加藤議長は採決には加わりません。
★その他の承認、議案、同意、発議については、全議員が賛成いたしました。

○
監
査
委
員
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
氏
名　
小お　
田だ　
純じ

ゅ
ん　

治じ

氏
（
再
任
）

　
行
政
区
：
小
松

　
任
期　

�

令
和
5
年
7
月
31
日
か
ら
令
和
9

年
7
月
30
日
ま
で

○�

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
選
任

に
同
意
し
ま
し
た
。

　
氏
名　
佐さ

さ々

木き　
繁し

げ　
光み

つ

氏
（
再
任
）

　
行
政
区
：
七
ツ
森

　
任
期　

�

令
和
5
年
7
月
5
日
か
ら
令
和
8

年
7
月
4
日
ま
で

○�

御
明
神
財
産
区
管
理
委
員
に
次
の
7
名
の

選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
任
期　

�

令
和
5
年
7
月
31
日
か
ら
令
和
9

年
7
月
30
日
ま
で

　
氏
名　
岩い

わ　
持も

ち　
静し

ず　
雄お

氏
（
再
任
）

　
行
政
区
：
岩
持

　
氏
名　
千ち　
葉ば　
和か

ず　
彦ひ

こ

氏
（
再
任
）

　
行
政
区
：
ま
が
き

　
氏
名　
高た

か　
橋は

し　
哲て

つ　
男お

氏
（
新
任
）

　
行
政
区
：
上
野
沢

事
人

　
氏
名　
高た

か　
橋は

し　
健け

ん　
造ぞ

う

氏
（
再
任
）

　
行
政
区
：
下
春
木
場

　
氏
名　
中な

か　
村む

ら　
継つ

ぐ　
幸ゆ

き

氏
（
再
任
）

　
行
政
区
：
中
島

　
氏
名　
久く

保ぼ

田た　
　
　
功

い
さ
お

氏
（
新
任
）

　
行
政
区
：
天
瀬

　
氏
名　
原は

ら　
　
　
正ま

さ　
人と

氏
（
再
任
）

　
行
政
区
：
山
津
田
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9 しずくいし議会だよりNo.126

ここが
聞きたい一般質問町政を問う

9 議員が質問
一般質問は、議員が広く町政に関し報告や説明を求めたり、疑問をただしたりするものです。定例会ごとに実施されており、質問順は抽選で決定しています。

10
ページ 雫石型農業は機能しているか

質問者／上
うわ

野
の

三
み

四
よ

二
じ

 議員

10
ページ 酪農家への牛舎電気代の支援は

質問者／西
にし

田
だ

征
まさ

洋
ひろ

 議員

10
ページ 食料安定供給のまちづくりは

質問者／大
おお

村
むら

昭
しょう

東
とう

 議員

12
ページ
少子化対策、
人口減少対策の推進は

質問者／古
ふるだて

舘謙
けん

護
ご

 議員

12
ページ
多面的機能支払交付金の
交付率の向上を

質問者／金
かね

子
こ

一
かず

男
お

 議員

12
ページ 防犯機器設置に補助しては

質問者／徳
とく

田
た

幸
ゆき

男
お

 議員

14
ページ
三ツ石山への登山道に、
木道を設置してはどうか

質問者／畠
はたけ

山
やま

　操
みさお

 議員

14
ページ
通学路グリーンベルトの
塗り替えは

質問者／幅
はば

　秀
ひで

哉
や

 議員

14
ページ 老老介護、認認介護世帯の現状

質問者／堂
どう

前
ぜん

義
よし

信
のぶ

 議員
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Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
、
各
議
員
の

一
般
質
問
の
動
画
へ
進
み
ま
す
。

10しずくいし議会だよりNo.126

こ
こ
が
聞
き
た
い 

一
般
質
問  

町
政
を
問
う

雫
石
型
農
業
は
消
費
者
が
求
め
て
い
る
作
型

の
組
み
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
る
か
。

水
稲
を
基
幹
と
し
、
畜
産
、
野
菜
、
花
卉
、

菌
茸
と
を
組
み
合
わ
せ
た
複
合
経
営
が
主
体

で
あ
る
。
個
々
の
農
業
経
営
が
持
続
可
能
と
な
る
よ

う
、市
場
へ
の
品
目
や
新
需
要
作
物
を
的
確
に
捉
え
、

関
係
機
関
、
団
体
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

旧南畑小学校に教育委
員会の一部を分室した
のは良いことだ！

大変な生活を強いられ
ているコメ農家ウシ農
家に町の直接援助を

休養・滞在・療養・
リゾート・住みたい
まちづくりガンバレ

酪
農
家
の
牛
舎
電
気
代
高
騰
へ
の
支
援
は
。

現
時
点
で
町
と
し
て
酪
農
家
へ
の
電
気
代
高

騰
に
特
化
し
た
支
援
は
考
え
て
い
な
い
。
県

は
配
合
飼
料
価
格
の
高
騰
に
伴
う
対
策
や
酪
農
経
営

体
へ
の
粗
飼
料
価
格
高
騰
に
伴
う
支
援
策
の
実
施
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。
県
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
町
と
し
て
の
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

給
食
の
地
元
産
品
の
利
用
向
上
は

持
続
可
能

な
未
来
を

つ
な
ぐ
た
め
の
、

食
料
安
定
供
給
の

ま
ち
づ
く
り
は
。

町
の
事
業

で
未
来
へ

つ
な
ぐ
農
業
応
援

事
業
に
よ
り
、
ス

マ
ー
ト
農
業
※
技

術
や
農
産
物
加
工

Q

Q

Q

A

A

雫
石
型
農
業
は
機
能

し
て
い
る
か

酪
農
家
への
牛
舎
電
気

代
の
支
援
は

食
料
安
定
供
給
の

ま
ち
づ
く
り
は

町
長 

水
稲
を
基
幹
と
し
、畜

産
等
と
の
複
合
経
営
が
主
体
。

生
計
維
持
が
持
続
可
能
と
な

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る

町
長 

県
の
支
援
策
の
動
向

を
注
視
し
、
検
討
す
る

町
長 

世
帯
所
得
の
向
上
に

向
け
た
支
援

質
問
者
／
上う

わ

野の

三み

四よ

二じ 

議
員

質
問
者
／
西に

し

田だ

征ま
さ

洋ひ
ろ 

議
員

質
問
者
／
大お

お

村む
ら

昭し
ょ
う

東と
う 

議
員

A

持続可能な農業に
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11 しずくいし議会だよりNo.126

ス
ー
パ
ー
イ
ベ
ン
ト
の
考
え
は

立
地
を
生
か
し
た
観
光
誘
客
面
で
、
全
日
本

ク
ラ
ス
の
各
種
大
会
や
、
冬
季
国
体
な
ど

ス
ー
パ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
進
め
る
考
え
は
あ
る
か
。

話
題
性
、
集
客
力
と
し
て
効
果
的
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
社
会
情
勢
、
地
域
特
性
、

費
用
対
効
果
な
ど
を
考
慮
し
慎
重
に
検
討
す
る
。
交

流
人
口
の
増
加
に
成
功
し
て
い
る
自
治
体
な
ど
を
参

考
と
し
誘
致
や
創
出
を
考
え
て
い
く
。

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
育
成
計
画
は

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の
町
雫
石
と
し
て
、
オ
リ
ン

ピ
ア
ン
を
町
か
ら
出
す
と
し
て
い
る
が
、
具

体
的
育
成
計
画
は
ど
う
か
。

中
長
期
的
普
及
活
動
に
よ
り
競
技
人
口
の
増

加
を
図
る
。体
験
会
等
を
継
続
開
催
し
、指
導
、

育
成
の
充
実
の
た
め
、指

導
実
績
や
競
技
運
営
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
民

間
の
力
も
借
り
て
い
く
。

多
く
の
児
童
生
徒
、学

生
、町
民
へ
普
及
さ
せ
、

町
内
か
ら
世
界
で
活
躍

で
き
る
選
手
、オ
リ
ン
ピ

ア
ン
が
輩
出
さ
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
。

学
校
給
食
で
の
地
元
産
品
の
計
画
的
な
利
用

向
上
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

平
成
13
年
度
よ
り
全
小
中
学
校
で
地
元
産
直

と
連
携
し
、
利
用
す
る
よ
う
努
め
て
き
て
い

る
。
令
和
4
年
度
は
地
元
産
直
の
ほ
か
、
道
の
駅
雫

石
あ
ね
っ
こ
や
個
人
農
家
が
町
内
産
の
特
産
品
食
材

を
納
品
し
て
い
る
。
月
別
生
産
リ
ス
ト
を
参
考
に
旬

の
食
材
を
発
注
し
、
町
内
産
野
菜
の
利
用
率
は
49
・

1
パ
ー
セ
ン
ト
と
令
和
3
年
度
よ
り
12
・
5
パ
ー
セ

ン
ト
向
上
し

た
。
ま
た
、
米

は
J
A
新
い
わ

て
南
部
営
農
経

済
セ
ン
タ
ー
よ

り
町
内
産
米
を

全
小
中
学
校
で

1
0
0
パ
ー
セ

ン
ト
利
用
し
て

い
る
。

公
的
施
設
の
温
水
洗
浄
便
座
化
は

公
的
施
設
内
ト
イ
レ
の
温
水
洗
浄
便
座
化
の

推
進
を
ど
う
す
る
か
。

学
校
や
公
民
館
、
役
場
庁
舎
な
ど
多
く
の
施

設
で
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
の
利
用
実
態
を
見
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
た
改

善
に
取
り
組
む
。

機
械
等
の
導
入
、
農
業
研
修
や
親
元
就
農
者
へ
の
支

援
、
小
規
模
な
土
地
改
良
事
業
へ
の
支
援
な
ど
、
今

後
も
家
族
経
営
単
位
の
世
帯
所
得
向
上
に
向
け
た
支

援
を
継
続
し
て
い
く
。

※�

ス
マ
ー
ト
農
業
：
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
情
報
通
信
技
術
を

活
用
し
、
省
力
化
や
高
品
質
生
産
を
実
現
す
る
等
を
推

進
し
て
い
る
新
た
な
農
業

環
境
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
は

環
境
を
生
か
し
た
休
養
、
滞
在
、
療
養
、
リ

ゾ
ー
ト
を
考
え
た
ま
ち
づ
く
り
は
。

町
で
は
昔
か
ら
健
康
と
観
光
を
結
び
つ
け
た

考
え
方
を
持
っ
て
お
り
、
健
康
と
リ
ゾ
ー
ト

を
組
み
合
わ
せ
、
全
国
の
優
良
事
例
等
を
学
び
町
の

環
境
を
生
か
し
た
観
光
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
研
究

す
る
。

町
職
員
の
能
力
開
発
は

職
員
の
能
力
開
発
と
自
己
研
さ
ん
は
。

町
の
将
来
像
を
意
識
し
、
使
命
感
、
責
任
感

を
持
ち
、
規
律
を
順
守
し
、
住
民
の
信
頼
に

応
え
ら
れ
る
職
員
を
目
指
す
。
ま
た
職
場
内
に
お
け

る
報
告
、
連
絡
、
相
談
な
ど
、
相
互
の
連
携
を
密
に

し
、
組
織
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
個
々
の
能
力
や

士
気
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

QQ

QQ

AA

AA

QQ AA

食器をしっかり持って姿勢よく食べる
雫石小の児童たち

わが町からオリンピアンを
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と
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。
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こ
こ
が
聞
き
た
い 

一
般
質
問  

町
政
を
問
う

進む少子化、待った
なしの人口減少対
策。一丸となって乗
り切りましょう。

高齢化が進む中、物資
などの高騰で農業者も
窮地に立たされている

町民に安心を与える
ための補助を

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
若
者
が

定
住
す
る
よ
う
、
効
果
的
な
少
子
化
対
策
、

人
口
減
少
対
策
を
強
力
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

少
子
化
、
人
口
減
少
対
策
は
最
重
要
課
題
で

あ
る
。
実
効
性
の
あ
る
地
方
創
生
の
取
り
組

み
を
推
進
す
る
た
め
、
第
２
期
雫
石
町
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
お
い
て
、「
仕
事
の

創
出
」「
移
住
定
住
」「
子
育
て
環
境
の
充
実
」「
特

色
あ
る
地
域
づ
く
り
」
の
4
つ
の
柱
を
掲
げ
、
取
り

組
ん
で
い
る
。

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
の
資
源
向
上
、
長

寿
命
化
の
交
付
率
が
計
画
の
半
分
を
切
る
状

況
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
国
や
県
に
働
き
か
け

て
い
く
か
。

資
源
向
上
支
払
い
に
係
る
交
付
率
は
、
令
和

４
年
度
は
大
幅
に
減
少
し
た
形
で
推
移
し
て

い
る
。
理
由
は
全
国
的
に
組
織
数
や
対
象
農
地
面
積

が
年
々
増
え
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
方
で

国
の
予
算
は
横
ば
い
と
な
っ
て
い
る
。
資
源
向
上
支

払
い
等
に
お
け
る
共
同
活
動
へ
の
配
分
後
に
、
長
寿

命
化
へ
の
配
分
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
交
付
率

Q

Q

A

A

近
年
凶
悪
な
強
盗
殺
人
事
件
が
発
生
し
て
い

る
が
、
未
然
防
止
の
た
め
防
犯
カ
メ
ラ
や
防

犯
ラ
イ
ト
を
住
宅
の
玄
関

先
に
設
置
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
そ
れ
に
対
し

補
助
し
て
は
ど
う
か
。

現
在
、
家
庭
用
防

犯
カ
メ
ラ
を
購
入

し
、
設
置
す
る
方
へ
の
補

助
を
検
討
中
で
あ
る
。
機

能
も
多
岐
に
わ
た
る
こ
と

QA

少
子
化
対
策
、人
口
減

少
対
策
の
推
進
は

多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
の
交
付
率
の
向
上
を

防
犯
機
器
設
置
に

補
助
し
て
は

町
長 

実
効
性
の
あ
る
地
方
創

生
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る

町
長 

国
の
予
算
増
額
に
向

け
継
続
し
て
働
き
か
け
る

町
長 

家
庭
用
防
犯
カ
メ
ラ

の
購
入
者
に
対
し
検
討
中

質
問
者
／
古ふ

る

舘だ
て

謙け
ん

護ご 

議
員

質
問
者
／
金か

ね

子こ

一か
ず

男お 

議
員

質
問
者
／
徳と

く

田た

幸ゆ
き

男お 

議
員

防犯カメラ設置で安心・安全なまち
づくりを
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13 しずくいし議会だよりNo.126

が
全
国
的
に
低
下
し
て
い
る
。
国
の
予
算
増
額
を
、

こ
れ
ま
で
も
県
を
通
し
て
国
に
要
望
し
て
い
る
が
、

継
続
し
て
働
き
か
け
る
。

遊
休
農
地
の
調
査
状
況
と
所
有
者
に
対
す
る

指
導
状
況
は
。

毎
年
、
町
内
全
域
で
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

い
農
地
の
利
用
状
況
を
確
認
し
て
い
る
。
遊

休
化
し
て
い
る
農
地
や
遊
休
化
の
お
そ
れ
の
あ
る
農

地
の
所
有
者
に
対
し
て
は
、
耕
作
等
の
働
き
か
け
を

お
願
い
し
て
い
る
。
遊
休
農
地
と
判
断
し
た
所
有
者

に
は
農
地
の
利
用
意
識
調
査
を
行
っ
た
上
で
、
自
ら

が
耕
作
し
、
適
正
に
管
理
す
る
か
、
第
三
者
に
耕
作

を
お
願
い
す
る
な
ど
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

物
価
高
騰
対
策
へ
の
取
り
組
み
は

諸
物
価
の
高
騰
に
よ
り
、
仕
事
や
事
業
、
家

計
に
大
き
な
影
響
を
受
け
る
町
民
や
事
業
者

へ
緊
急
に
物
価
高
騰
対
策
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

6
月
定
例
会
で
、
農
業
者
へ
の
経
営
支
援
と

し
て
6
0
0
0
万
円
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

や
家
計
急
変
世
帯
に
対
す
る
支
援
と
し
て
5
4
8
1

万
5
0
0
0
円
等
、
計
1
億
1
8
2
7
万
5
0
0
0

円
を
補
正
予
算
と
し
て
計
上
し
、
安
定
的
か
つ
継
続

的
な
事
業
運
営
を
支
援
し
て
い
く
。

か
ら
、
ど
の
よ
う
な
補
助
が
妥
当
か
情
報
収
集
を
し

て
い
る
。

観
光
地
の
安
全
対
策
は

観
光
地
の
安
全
対
策
の
未
然
防
止
は
図
ら
れ

て
い
る
か
。

小
岩
井
農
場
一
本
桜
付
近
は
観
光
客
に
よ
る

路
上
駐
車
が
散
見
さ
れ
て
い
る
の
で
注
意
看

板
を
設
置
し
、
県
警
の
協
力
を
得
て
、
パ
ト
ロ
ー
ル

を
強
化
し
て
い
る
。
ま
た
キ
ャ
ン
プ
場
の
倒
木
事
故

を
受
け
た
安
全
点
検
は
、
県
で
設
置
し
て
い
る
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
を
、
町
の
指
定
管
理
者
が
運
営
を

行
っ
て
い
る
施
設
内
の
樹
木
等
に
つ
い
て
は
危
険
な

枯
れ
枝
を
取
り
払
う
な
ど
の
安
全
対
策
を
行
っ
て
い

る
。ア

ー
チ
ェ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
で
の

事
故
防
止
対
策
は

い
わ
て
雫
石
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
が

オ
ー
プ
ン
し
、
今
後
各
種
大
会
及
び
合
宿
で

多
数
の
利
用
客
が
見
込
ま
れ
る
と
思
う
が
、
施
設
内

で
の
事
故
防
止
策
を
ど
う
講
ず
る
か
。

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の
競
技
特
性
を
考
慮
し
た
上

で
、
施
設
の
監
視
シ
ス
テ
ム
の
整
備
や
利
用

者
の
安
全
確
保
、
緊
急
時
に
迅
速
な
対
応
が
で
き
る

常
駐
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
な
ど
安
全
対
策
を
行
う
。

Q

Q

A

AA

QA

Q
農地パトロールで実態調査

元気な姿を守り育てるのが私たちの責務
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Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
、
各
議
員
の

一
般
質
問
の
動
画
へ
進
み
ま
す
。

14しずくいし議会だよりNo.126

こ
こ
が
聞
き
た
い 

一
般
質
問  

町
政
を
問
う

元町長への弔慰金
100万円って常識的
な金額ですか？

鮮やかな色のグリーン
ベルトで注意喚起。子
どもたちの安全を願う

高齢社会、老老介護
や認認介護、ヤング
ケアラー等々介護問
題は多いなぁ

奥
産
道
か
ら
三
ツ
石
山
へ
の
登
山
道
は
、
水

は
け
が
悪
く
年
間
を
通
し
て
ほ
ぼ
ぬ
か
る
み

の
状
態
で
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
箇
所
は
木
道
を
設
置

し
、
そ
れ
以
上
登
山
道
が

崩
れ
な
い
よ
う
に
改
善
し

て
は
ど
う
か
。

三
ツ
石
山
周
辺
は

十
和
田
八
幡
平
国

定
公
園
第
１
種
特
別
区
域

と
な
っ
て
お
り
、
環
境
庁

歩
道
の
な
い
通
学

路
に
歩
道
と
車
道

を
区
別
す
る
目
的
で
設
置

し
て
い
る
通
称
グ
リ
ー
ン

ベ
ル
ト
は
経
年
劣
化
に
よ

り
色
が
薄
く
な
っ
て
い

る
。塗
り
替
え
の
予
定
は
。

今
年
度
、
一
般
社
団
法
人
全
国
道
路
標
識
・

標
示
業
協
会
岩
手
県
協
会
が
実
施
し
て
い
る

地
域
貢
献
活
動
で
、
町
内
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
塗

り
直
し
を
行
う
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
路
線

町
の
老
老
介
護
、
認
認
介
護
世
帯
の
現
状
と

今
後
の
見
通
し
は
。

65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
高
齢
者
を
介
護
し
て

い
る
老
老
介
護
、
認
知
症
の
人
が
認
知
症
の

人
を
介
護
し
て
い
る
認
認
介
護
と
も
に
上
昇
傾
向
に

あ
り
、
正
確
な
実
態
把
握
は
難
し
い
状
況
だ
が
、
高

齢
化
率
及
び
要
介
護
認
定
者
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。

農
家
経
営
へ
の
影
響
緩
和
支
援
は

Q

三
ツ
石
山
への
登
山
道
に
、

木
道
を
設
置
し
て
は
ど
う
か

通
学
路
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
の
塗
り
替
え
は

老
老
介
護
、認
認
介
護

世
帯
の
現
状

町
長 

管
理
者
で
あ
る
県
へ

要
望
し
て
い
く

町
長 

協
会
の
協
力
で
今
後

実
施
す
る
予
定

町
長 

正
確
な
実
態
把
握
は

難
し
い
が
増
加
傾
向

質
問
者
／
畠は

た
け

山や
ま　

操み
さ
お 

議
員

質
問
者
／
幅は

ば　
秀ひ

で

哉や 

議
員

質
問
者
／
堂ど

う

前ぜ
ん

義よ
し

信の
ぶ 

議
員

QA

QA

A
三ツ石山の登山道はぬかるみが多い

歩行者の安全確保に効果的
なグリーンベルト
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農
業
経
営
緊
急
対
策
給
付
金
等
の
効
果
は
。

昨
年
度
、肥
料
、飼
料
価
格
高
騰
分
の
４
分
の

１
の
金
額
を
4
4
7
名
に
対
し
約
5
3
0
0

万
円
を
交
付
し
、
十
分
な
支
援
で
は
な
い
が
農
家
の

経
営
継
続
に
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
捉
え
て
い

る
。
引
き
続
き
農
家
の
支
援
を
考
え
て
い
く
。

人
口
減
少
対
策
へ
の
取
組
は

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
対
応
し
た
受
入
れ
地
域

側
の
支
援
体
制
は
。

７
つ
の
宿
泊
施
設
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
※
を

実
施
す
る
支
援
を
行
っ
た
。各
施
設
は
、ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
対
応
プ
ラ
ン
を
販
売
し
、
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
受
入
れ
態
勢
を
整
え
て
い
る
。
就
農
や
起
業

を
希
望
す
る
方
に
も
、
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

中
心
に
関
係
機
関
等
と
連
携
し
、
希
望
に
添
っ
た
生

活
が
送
れ
る
よ
う
、

細
や
か
な
相
談
対

応
を
支
援
し
て
い

る
。

※�

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
：

ワ
ー
ク
と
バ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
組
み
合
わ

せ
た
造
語
。
観
光
地

や
リ
ゾ
ー
ト
地
で
テ

レ
ワ
ー
ク
を
活
用

し
、
働
き
な
が
ら
休

暇
を
取
る
過
ご
し
方
。

QA

が
直
轄
事
業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
問
題
に
対
し
、国
主
導
で
解
決
を
図
る
よ
う
伝
え

て
い
る
が
、
八
幡
平
市
な
ど
と
国
に
働
き
か
け
、
奥

産
道
の
管
理
者
の
県
に
木
道
設
置
を
要
望
し
て
い
く
。

奥
産
道
側
の
三
ツ
石
山
へ
の
登
山
口
に
、
ト

イ
レ
が
な
い
が
、
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

三
ツ
石
山
荘
で
の
長
蛇
の
ト
イ
レ
待
ち
や
放

尿
等
に
よ
る
、
周
辺
環
境
悪
化
状
況
は
把
握

し
て
い
る
。
混
雑
は
紅
葉
時
期
限
定
で
あ
る
が
、
利

用
者
へ
の
マ
ナ
ー
啓
発
を
図
り
、
具
体
的
対
応
は
八

幡
平
市
と
連
携
し
環
境
庁
、
県
へ
要
望
し
て
い
く
。

町
長
経
験
者
へ
の
弔
慰
金
金
額
の
規
定
は

令
和
４
年
に
町
長
経
験
者
へ
弔
慰
金
１
０
０

円
が
支
出
さ
れ
た
が
、
町
長
経
験
者
へ
の
弔

慰
金
は
名
誉
町
民
と
は
別
な
規
定
を
作
り
、
常
識
的

な
金
額
と
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

名
誉
町
民
に
関
す
る
条
例
で
は
「
相
当
の
礼

を
持
っ
て
す
る
弔
慰
」
に
よ
り
礼
遇
す
る
と

規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
町
長
経
験
者
に
対
す
る
弔
慰

金
は
町
長
交
際
費
取
り
扱
い
基
準
の
う
ち
、
弔
慰
金

支
出
基
準
に
よ
り
、
過
去
の
例
を
参
考
と
し
、
協
議

の
上
決
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
元
町
長
へ
の
弔

意
の
機
会
は
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
今
後
も

内
容
を
勘
案
し
、
過
去
の
例
を
参
考
と
し
な
が
ら
関

係
者
で
協
議
し
対
応
し
て
い
く
。

Q AA

QA

ご
と
に
摩
耗
状
況
が
異
な
る
た
め
、
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
必
要
に
応
じ
、
対
応
し
て
い
く
。

小
学
校
旧
校
舎
の
利
活
用
は

小
学
校
統
合
後
の
旧
校
舎
の
利
活
用
と
各
地

区
地
域
づ
く
り
組
織
と
の
連
携
や
将
来
像
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

令
和
5
年
3
月
に
御
明
神
、
西
山
地
区
で
地

域
運
営
組
織
が
設
立
さ
れ
た
。
現
段
階
で
旧

小
学
校
を
活
用
し
た
具
体
的
な
連
携
事
業
は
予
定
さ

れ
て
い
な
い
が
、
住
民
の
郷
土
愛
の
象
徴
で
あ
る
旧

小
学
校
は
重
要
な
地
域
資
源
と
し
て
、
地
域
運
営
組

織
に
限
ら
ず
、
多
様
な
利
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

合
宿
誘
致
と

観
光
地
域
づ
く
り
法
人
と
の
連
携
は

各
種
競
技
の
合
宿
誘
致
へ
向
け
、
観
光
地
域

づ
く
り
法
人
（
D
M
O
）
と
連
携
し
て
具
体

的
セ
ー
ル
ス
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
。

交
付
金
を
活
用
し
た
合
宿
プ
ラ
ン
を
令
和
5

年
度
は
1
人
1
泊
3
0
0
0
円
助
成
に
増
額

し
、
首
都
圏
で
の
合
宿
相
談
会
へ
参
加
し
P
R
し
て

い
く
。
ま
た
、
合
宿
を
中
心
に
取
り
扱
う
旅
行
業
者

や
団
体
等
に
複
数
回
セ
ー
ル
ス
す
る
な
ど
、
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
合
宿
需
要
を
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

QQ AA

ワーケーション設備を整える町内ホテル

Q

031010-01[1-20].indd   15031010-01[1-20].indd   15 2023/07/20   20:072023/07/20   20:07



16しずくいし議会だよりNo.126

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　6月 15日、総合政策課より、令和4年度ふるさ
と雫石応援寄付金が前年比9割に減少した原因と今
後の対策について聞き取り調査しました。コロナ禍
の影響で高級機械式腕時計の部品供給不足や、米価
下落によりお米の販売価格が安くなっていることか
ら需要が減っているなどの説明を受け、今後はセッ
ト商品の開発や随時、納税情報の提供を受けること
を確認しました。

　6月 15日、地域整備課より、昇瀬橋架け替え工
事の進捗状況と、南畑橋の補修箇所の状況について
現地視察しました。昇瀬橋は今年中の完成を目指し、
その後仮橋の撤去を行うなど説明を受けました。南
畑橋については、傷んだ箇所の修理や防水工事等の
概要説明を受け、補修箇所を確認しました。

　6月 15日、総合政策課より、まちなか巡回バス
とあねっこバス各路線の利用状況について聞き取り
調査しました。令和 4年 10月から実証運行してい
るまちなか巡回バスは令和 5年 3月末まで、延べ
484便、418人利用（1日当たり 3.5 人）、乗車率
は 56.0 パーセントとのことでした。また、令和 4
年度のあねっこバスの全体利用人数は 14,296 人
で、前年度より 589 人減少したが、土日の利用人
数は 249人増加したと説明を受けました。

　6月 15 日、生涯文化スポーツ課より、「いわて
雫石アーチェリーセンター」ほか、鴬宿温泉スポー
ツエリア内施設の利用状況と今後の予定について聞
き取り調査しました。アーチェリーセンターはこれ
まで盛岡白百合学園アーチェリー部の合宿や県高等
学校春季大会などで利用されており、今後は夏休み
中の大学アーチェリー部の合宿や県高体連主催の各
大会が予定されていると説明を受けました。

　6月 15日、町民課より、町のマイナンバーカー
ドの普及状況とトラブルの有無について聞き取り調
査しました。町の普及率（6月4日現在）は78.6パー
セントで全国の77.2パーセントを上回っているが、
岩手県の 83.9 パーセントを下回っているとのこと
でした。トラブルの有無は、町で対応した分で誤登録
の報告は受けていないと説明を受けました。

総務産業常任委員会
［大村昭東委員長］

教育民生常任委員会
［堂前義信委員長］

調査
2

ふるさと納税
納税額が減少した原因と
今後の対策は

調査
1

町の橋梁工事
昇瀬橋の工事進捗

ちょく
状況と

南畑橋補修箇所の確認

調査
1

デマンドタクシー
まちなか巡回バス・
あねっこバス利用状況

調査
３

鶯宿温泉スポーツエリア推進事業
アーチェリーセンターの
利用状況と今後の予定

調査
２

マイナンバーカード
普及状況とトラブルの有無

昇瀬橋工事の進捗状況を確認 セット商品の開発が進むふるさと納税の返礼品

徐々に利用者が増えるまちなか巡回バス
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委
員
会
レ
ポ
ー
ト

協議
1

雫石町議会議員の請負の状況
の公表に関する条例の検討

協議
2

雫石町議会委員会条例の
一部改正の検討

　岩手地区議会議長会（会長：武田茂岩手町議会議
長）主催の第70回岩手地区議会議員大会が6月 27
日、雫石町で開催されました。この大会は、雫石町、葛
巻町、岩手町の議員が一堂に会し、お互いに検討、協
調、研修して、地域課題の早期実現を図ろうと開催し
ています。県等の関係機関に要望の 6項目は次の
とおりです。

　５月17日から19日まで、全国議会広報コンクー
ルで入選している福岡県大

た

刀
ち

洗
あらい

町
まち

、タブレットを活
用した議会運営で先進的な取り組みを行っている大
分県日

ひ

出
じ

町
まち

へ、議会広報の編集技術のスキルアップ
を図ることを目的として視察研修に行ってきました。
　大刀洗町では、「議会だよりの編集方針、編集体制」
「議会懇談会の取り組み状況について」を研修しま
した。
　大刀洗町の議会だよりは、全国議会広報コンクー
ルにおいて８年連続ベスト 10入りをしており、紙
面の構成など参考にすべきところが多数ありました。

広報広聴常任委員会
［古舘謙護委員長］

議会運営委員会
［杉澤敏明委員長］

先進地視察研修
編集技術のスキルアップ

大刀洗町議会から説明を受ける委員たち

第 70回 岩手地区議会議員大会

　また、フェイスブックなど SNS も活用されてい
て、即効性とタイムリーな情報発信ができるメリッ
トがあると説明を受け、当議会での必要性を感じま
した。
　日出町では、「タブレット端末導入にかかる会議
のペーパーレス化」「議会報の編集方針と編集体制」
について研修しました。日出町議会議会報編集特別
委員会は、令和４年７月に視察来町しており、２回
目の意見交換の場となりました。タブレット端末導
入により経費削減、業務効率化が図られているそう
です。当議会もタブレット端末を本格的に運用し、
６月定例会よりペーパーレス化となりました。今後
も経費削減、業務効率化を進めていきます。
　今回の研修で学んだ両町の良いところを取り入
れ、より親しまれ、読みやすい紙面づくりに役立て
ていきます。

〇令和５年４月 11日、17日、20日
　議会だより 125 号校正の編集会議を開催しまし
た。
〇令和５年４月 27日
　議会だより 125号発行。
〇令和５年６月９日
　議会だより 126 号の編集日程及び閉会中の継続
調査について協議しました。

　①広域的な観点からの道路整備促進について
　②地域振興の観点からの道路整備促進について
　③�県立高等学校の存続と魅力ある学校づくりについて
　④農業振興対策について
　⑤林業振興対策について
　⑥�テレビ共同受信施設の施設改修費に対する財政
支援制度の創設について

※�今回は、節目の第70回であることから、八幡平市、滝沢市、
矢巾町、紫波町の各議会議員にご案内し、全体研修会と
して「行政を動かす一般質問のポイント」と題して、株
式会社広瀬行政研究所の代表取締役廣瀬和彦氏の講演を
聴講した。

大会宣言する加藤議長
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Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
｜
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
ま
し
た

今回は「しずくいしの宝物は？」です。

議員が町内を歩いて
皆さんの声を聴くVOICEシリーズ。

皆さんの声を聞きました

No.21V O C E

斉
さい
藤
とう
　勝

まさる
さん（67歳・中沼）

ありがたき山「岩手山」
　雫石盆地を見下ろして、自然豊かな恵みを
与えてくれる。それが、岩手県最高峰「岩手
山」。その姿に季節を感じ、一年が過ぎていく。
何度見ても、雄大で美しき山。この素晴らし
い岩手山の景色が、我が家から見える。あり
がたきかな「岩手山」。

松
まつ
戸
ど
　渉

あゆむ
さん（36歳・籬野）

雫石川園地のこいのぼりと桜並木
　春に雫石駅近くの河川堤防沿いに植えられ
たソメイヨシノの桜並木。夜は、ライトアッ
プもしていてとてもきれいです。それと子供
の日が近くなると大きなたくさんの「こいの
ぼり」も気持ちよく泳いでいて毎年見に行き
ます。とても空気がきれいで笑顔になれる場
所ですよ。

桐
きり
山
やま
　太
たい
司
じ
さん（49歳・六区）

岩手山の麓で…
　毎日まいにち、この岩手山の麓で私達は生
活しています。私がこの雫石に来た 20 年前、
さらにそのもっともっと前から、岩手山は私
達を見つめてくれています。この岩手山の麓
で、生かされている喜びを感じながら、色ん
な課題に挑戦していきたいものですね。

川
かわ
井
い
　清
せい
悦
えつ
さん（70歳・桝沢）

財宝に恵まれるまち
　地名や名所というものには珍しいものがあ
り、名付けた先人の賢さには感服している。私
の住む桝沢から展望する風景は、北に主峰岩
手山、西に駒ヶ岳、東に南昌の山並み、南に
我がふるさとに根を下ろす「男助山と女助山」
が頭上にそびえている。これこそ誇れる我が
地域の財宝である。しっかり売り込んでほしい。
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ふ
る
さ
と
へ
の
便
り
�

昭和 ２３ 年駒木野生まれ（６人兄弟の ５番目）。西根小学校－
西山中学校－雫石自工－田島病院－相模鉄道（自動車部）－
戸塚カントリー俱楽部－横浜カントリークラブ

　私の父は長山（屋号べご）、
母は下久保（陣城）の出で、
私が生まれたのは下寺さん
のすぐ下にあった柿木商店

（屋号きえっこ）です。父が公務員でしたので転勤族。
雫石には生まれて ４年ほどしか住んでおりません。
小学校は大釜、中学は平舘、高校は好摩から盛岡迄
通学しました。ですから雫石には、幼馴染の友達も
あまりおりません。ただ、祖父母が雫石におりまし
たので、年に幾度なく雫石に帰っておりました。父
親、母親の実家は農業もしておりましたので、繫忙
期には必ず手を引かれて手伝いに行かされました。
　農業の手伝いというよりも「コンビリ」のご馳走
を運んだり食べたりするのが仕事でした。
　故郷の風景で好きなところは、小岩井農場のあの
雄大な緑の大地、開運橋からみる岩手山、御所湖か
ら見る岩手山が大好きです。母親が 95 才で千歳苑
という施設に入所しており、年に ３、４ 回見舞いに

行く程度になっておりますが、その都度、菩提寺の
上寺さんに墓参りにいきます。帰省する度に二人の
兄と、兄嫁さんに助けられて、楽しいひと時を過ご
して帰ってきます。子供 ５人（四男一女）と孫 １７
人がおりますが、写真は結婚 50 周年（金婚式）記
念の時のものです（７人の孫が留学やボランティア
で写真には入っておりません）
　最後に在京雫石町友会からのお願いですが、どう
ぞこの議会だよりを手にされた皆様の中で関東方面
にお住いの知人
の方がいらっ
しゃればぜひご
紹介を頂きたい
と思います。

　私は昭和 ２３年駒木野に生ま
れ幼少頃は心臓疾患がありまし
たがその後完治、中学から野
球を始めてからは丈夫になり、

卒業後「雫石自工」（自動車整備会社）で働きながら、
雫石クラブで野球をして鍛えられて青春を過ごしました。
自動車整備の技術を生かすため二種免許を取得して上
京し、相模鉄道（自動車部）に入社。その後はバスの
ドライバー一筋に、高速バス、観光貸切バス、路線バス
を歴任し、無事故で定年まで勤め、全国各地の観光名
所、温泉、スキー場を巡り、定年後はゴルフ場の送迎
の仕事をしました。
　４０ 歳頃友人に誘われて富士山に二度登りました。こ
れで自信がつき登山に目覚め、その後は仲間にも恵まれ
て今までに全国 ２００ 座近くの山に登りました。記憶に残
る山として、鎖場が険しかった四国石鎚山や山梨乾徳
山、眺望は長野雨飾山、鳥海山、月山などがあり、冬

の八ヶ岳で命拾いしたこともあります。その中でも百名山
は３８ 座あり、体力が続く限り「日本百名山踏破」を心
の支えとして頑張っています。最後は岩手山で終わるの
も夢だが、帰省の度に元気をもらえる岩手山にはやはり
早く登頂してみたいのが本音です。
　恩師で登山家の故矢羽々昭夫先生との思い出です
が、スイス、マッターホルンに行った後に、山の姿のすば
らしさや、エーデルワイスの花の美しさを話し合ったこと
がとても懐かしく思い出されます。実家は兄嫁と妹が守っ
てくれており感謝しており、時々墓参り等で帰省した時に
は同級生と会うの
が楽しみです。
いつも温かく迎え
てくれる岩手山と
故郷雫石には感
謝しています。

昭和 ２６ 年下町生まれ、篠木小学校－西根第一中学校－盛岡商業高校－三菱銀行（現三菱UFJ 銀行）－三井住友海上火災保険
－あきくさ保育園。趣味は民謡と詩吟。

金婚式の祝いで集合（中央が筆者）

在京雫石町友会で江の島散策
（後列左から ３番目が筆者）

在京雫石町友会事務局長　柿
かき

木
き

　良
りょう

三
ぞう
さん

子ども５人、孫17人に囲まれて

在京雫石町友会会員　豊
とよ

間
ま

根
ね

　紀
とし

昭
あき
さん

日本百名山踏破をめざして
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写真左から
萌
も

奈
な

さん
愛
めい

彩
さ

さん
絃
けん

心
しん

さん

なかよしシリーズ㉑

左から美
み ず ほ

寿帆さん（旧姓：田中・45 歳）
天
あま

乃
の

さん（８歳）

幅　大
たい
河
が
さん、貴

き
恵
え
さん（林崎）のお子さんです。

虹の似合うまちの元気な３人きょうだいです。

将来の夢は何ですか？
　長女　　愛彩さん（10 歳）：パン屋さん
　次女　　萌奈さん（ 9 歳）：美容師さん
　長男　　絃心さん（ 4 歳）：�トラクターを�

運転したい

上
う え む ら

村　聡
さとし

さん（49 歳）｜網張｜※愛知県名古屋市出身
ご縁があり、雫石町民になった

情報公開
●議長交際費執行状況

【議長交際費とは】
　議長等が議会を代表
し、外部との交渉、情
報収集、町政協力者へ
の謝意を表すために係
る経費で、会費や香典
などです。

【議長交際費内訳（４月～６月）】

月 葬祭費 お祝い、会費

４月 0件 0円 1件 15,000 円

５ 月 0 件 0 円 3 件 14,000 円

６ 月 0 件 0 円 2 件 10,000 円

合計 0件 0円 6件 39,000 円

※議会の動きはHPに掲載しています。

■ 編集デスク
　令和 5年 6月定例会は議員任期 4年最後の議会となりま
した。「しずくいし議会だより」は今任期中にデザインを一
新し、全国コンクールで金賞（令和 3年度）や岩手県町村
議会コンクールでも奨励賞（令和 4年度）を受賞してきま
した。これまで取材等でご協力いただいた皆さまに深く感
謝いたします。
　今後もより一層「見やすく」「分かりやすく」「手に取って
もらえる」議会だよりとなるよう努力していきますので、皆
さまのご協力をお願いします。
� （広報広聴常任委員　横手寿明）

発行責任者（議長）／加藤眞純
　　　編集委員長／古舘謙護
　　　　副委員長／坂井尚樹

編集委員／横手寿明・幅　秀哉
　　　　　岡本忠美・徳田幸男
　　　　　金子一男

今月の

� 表紙

26 年前、私が新入社員、妻が学生バイトと
して同じイベントで 1日だけ一緒に働いた
ことがきっかけです。

A

Q お二人の馴れ初めは？

自然をたくさん残してほしいです。A
Q 町に望むことは？

A
Q 雫石町に暮らしてみて、いかがですか？

自然がいっぱいあって気持ちいいです。
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